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第 3135例会	 令和 8年 5月 27日（水）
　（本年度第 35回）

点　鐘 谷口一成 会長
司会と斉唱 帯谷昌充 会場監督 

河内辰夫 ソングリーダー
　「それでこそロータリー」

出席報告
会員数 39 名 出席 20 名 欠席 19 名

　（対象外 1 名） 出席率 52.63%

前々回訂正 欠席 19 名 MAKE UP 6 名

　（対象外 2 名） 訂正出席率 70.27%

お客様紹介 谷口一成 会長
RI 第 2590 地区 地区副幹事 次年度 第 2 グループ 
　ガバナー補佐 小林正樹 様
川崎高津南 RC 坂田重男 様
川崎中原 RC 市川功一 様
川崎中原 RC 市川会員令夫人 市川芳子 様
松波会員ゲスト 日通旅行 ( 株 ) 鈴木健司 様

会長報告 谷口一成 会長
1.	持ち回り理事会の報告

幹事報告 松山直樹 幹事
1.	地区からの来信
①５月７日開催の台北国際大会の事前説明会の資料一式が届い
ております。
また、旅行会社（㈱ティー・アイ・ジェー）より、各種申込項
目、書類についてのリマインド事項も届きましたので、国際大
会ご参加の方にお送りました。ご確認ください。
※�メール転送先：大塚様、川野様、松波様、横山様、谷口様、
野口様、帯谷様、峯岸様、妻鹿様と衛星クラブ高田様

② 2026 学年度 新規米山奨学生「米山梅吉記念館訪問」のご
案内が届いております。
日時：2026 年 6 月 21 日 ( 日 ) 8:00　新横浜プリンスホテル
１階フロント入口集合
すべてバス移動　雨天決行
※�米山奨学生：韓 璟鎬（ハン ギョンホ）君　出席	 	
今回は、カウンセラーの同行なし

③ロータリーガイドブック改訂版送付のご連絡が届いておりま
す。会員数＋予備２冊

2.	他クラブ例会臨時変更
●川崎中央 RC
6 月 7日 ( 日 )— 8 日 ( 月 )　一泊移動例会　伊香保温泉
6月 22日 ( 月 )　ファイナル夜間例会　川崎日航ホテル
点鐘 18：00
6 月 29 日 ( 月 )　休会
●川崎大師 RC
6 月 10日 ( 水 )　年度末一泊移動例会　ホテルリゾーピア熱海
6月 24日 ( 水 )　休会

3.	例会等のご案内
5月27日(水)　卓話： 松波登会員　「ヴァヌアツへの国際奉仕・
他」
6月 3 日 ( 水 )　親睦活動月間卓話：担当峯岸委員長
6月 10日 ( 水 )　退任挨拶
6月 17日 ( 水 )　休会
6月 24日 ( 水 )　ファイナル例会 二子玉川エクセルホテル東急
　点鐘 12：30

委員会報告

土田高記 奉仕プロジェクト委員長
ユニセフからの募金が来ておりますので、募金箱の方を回させて
いただきます。皆様のありがたいご気持ちをいただければ、あり
がたいです。よろしくお願い致します。

帯谷昌充 戦略計画委員会
先週、皆様にお配りしましたアンケートは本日が締め切りとなっ
ております。まだ未提出の方は、今日この例会でお渡しいただく
か、もしくはメールにて返送していただきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

卓話 松波登 会員
「ヴァヌアツへの国際奉仕・他」

1948 年の 10 月 2 日生まれで
今 77 歳です。ロータリー入会
の紹介者は元会員の戸川会員で
す。1998 年 1月に入会させて
いただいて、 2000 年と 2001
年度の国際奉仕委員長を務めさ
せていただきました。そのとき、
ヴァヌアツへの国際奉仕をしま
した。
2016 年と 2017 年度には会長
を務めさせていただきました。
知り合いが多いほうなので、卓
話をいろいろなかたに依頼しま
した。例えば、オーゼキコーキ

氏。彼は映像作家です。彼の動画は後でご紹介しますので、見て
いただきたいと思っております。そのほか、変わったところでは、
笑福亭鶴光さんなどにも卓話をしていただいたこともありました。
ヴァヌアツへの国際奉仕
ヴァヌアツ共和国への国際奉仕が始まったのは、横浜市立大学病



今後の予定
6 月 10 日 退任挨拶

クラブ協議会 ( 例会後 )
6 月 17 日 休会

ニコニコレポート 菅沼舜 副会場監督

RI 第2590地区 地区副幹事 次年度 第2グループ ガバナー補佐 小林正樹 様
松波さん、卓話楽しみにしております。いつもお世話になりま
す。柳澤先生、いつも有難うございます。

川崎高津南RC 坂田重男 様
よろしくお願いいたします。

川崎中原RC 市川功一 様
今日は松波さんの卓話、楽しみにしています。

谷口一成 会長、松山直樹 幹事
本日も多数のお客様に御出席を頂き、ありがとうございます。
例会をお楽しみください。本日の卓話は松波会員の国際奉仕に
ついてです。宜しくお願い致します。

武田信平 会員
24 日、フロンターレは水戸ホーリーホックとアウェーで戦い
ました。前節の町田戦ではいい戦いをしたのですが、一転、水
戸に指導権を握られる展開が続きます。何とか凌いで無失点で
前半を折り返します。後半頭からマルシーニョと大卒ルーキー
の持山を投入。これが功を奏し、持山が 13 分、33 分、40 分
に得点、初出場でハットトリックの偉業を達成。ルーキーの大
活躍で勝利することができました。期待が持てる新人が登場し
ました。大いなる成長を期待したいと思います。

親睦委員会 �河内辰夫 君、齊木貴 君、清川大輔 君、小川貴之 君
松波さん、卓話楽しみにしています。よろしくお願いいたします。

SAA 帯谷昌充 君、菅沼舜 君、加瀬健史 君
本日ご来会の皆様、ようこそお越しくださいました。松波会員、
卓話よろしくお願いいたします。

院の長田久文先生に東京女子医科大学の金子明先生をご紹介いた
だいたことがきっかけです。
— �2001 年、第 1回目はポートヴィラのヴィラ国立中央病院
にマラリア診断に必要な撮影装置付きマイクロスコープを
寄贈。

— �2004 年、第２回目はエファテ島から南へ 100 Km 離れた
アナチュウム島へ電子顕微鏡・発電機を寄贈。

— �2006 年、第 3回目はヴィラ国立中央病院を再訪。マイク
ロスコープを 3台寄贈。

— �2008 年、第 4回目は医療機器、川崎中原 RCよりいただい
たベッドシーツなどを贈呈。

— �2009 年、血液分析装置 ( 全自動で検査が可能な多項目自動
血球数装置 KX-21) をシスメックス株式会社さまの支援のも
と、ヴィラ国立中央病院に設置。

— �2010 年、4月 7日「創立 50周年記念式典」にヴィラ国立
中央病院のスタッフ 3名をヴァヌアツより招待。式典参加
とともに中原消防署の見学を実施。

— �2012 年、第 5回目はヴァヌアツ共和国初の救急車をヴィ
ラ国立中央病院に寄贈。

— �2016 年、第 6回目は 2台目の救急車をヴィラ国立中央病
院に寄贈。

2010 年、創立 50 周年の記念式典のときにヴァヌアツのことを
話したら、「ヴァヌアツの方をご招待したらどうだろう」という
声が上がり、3人のかたを招待しました。日本に来ていただいた
ときにいろいろなところを案内しました。関東労災病院の屋上で
柳澤先生に日本の医療体制ついての説明もしていただきました。
中原消防署を見学したとき、3人のスタッフの目がキラキラと輝
いていたのは、救急車を見たときでした。当時ヴァヌアツではラ
イトバンで患者を運んでいるような状態でした。
中原商工会議所の所長さんに相談すると、個人では無理だけど、
ロータリークラブだったら差し上げられるという返事をいただき
ました。エンジンの調整、整備、タイヤを新品にしたり、シート
を張り替えたりなどの整備をすると、だいたい 40 ～ 50 万円の
コストがかかります。また、この車を発送するためには 100 万円
ほどかかりますが、これはクラブから出すような形で 1台目の救
急車を無事に寄贈しました。
この頃は円が結構強かったので、周りに声をかけると結構な人数
が集まりました。地元にロータリークラブがあったので、その方
たちと会食をしたり、海にいったりして講師以外の活動も楽しん
でまいりました。また、地元の新聞にも出していただきました。
この奉仕は、それからも第 2回、3回、4回と継続しました。
結構こんな形で現地の奉仕以外にも旅をしました。透明度の高い
海に潜ると、100m、200m先で潜って泳いでいる方が見えます。
こんな海があるのかと感動しました。
会長を務めていた頃
2016 年、 17 年度、私が会長を務めさせていただきました。
2017 年、第 2グループ 6RC 合同賀詞交換例会というのが行われ
まして、そのときに田口やすひこさんという知り合いから、雪村
いずみさんとも顔がつながって、是非ということで来ていただき
ました。一応こんな形で楽しくロータリーライフを進めさせてい
ただきました。
また、結構仕事の関係で台湾に行っていたので、北クラブのイベ
ントとして、台湾ツアーを企画しました。結構集まっていただき、
楽しく台湾ツアーをやってまいりました。この時も台湾の地元の
ロータリークラブを調べて例会に参加させていただきました。そ
この例会は、なんと日本語でやっていました。
日本ヴューテック
株式会社東科精機というのが私の父親が残した会社で、日本
ヴューテックは私が起業した会社です。父親の会社はガス警報器
の製造販売、船舶用 LED照明の製造販売など、いろいろな安全装
置を扱っております。セキュリティカメラの販売もやっておりま
す。日本ヴューテックは商業用トラックの安全システム、ドライ
ブレコーダー、幼稚園園児置き去り防止装置、スタートアイとい
う路線バス用発進時警報システムなどを扱っております。他にエ
レクトライクという会社があり、ここで電気 3輪トラックの販売
とか、電気 3輪バイクの販売をしておりましたが、残念ながら今
期で一応廃業するようにし、残った仕事は日本ヴューテックに受
け継いでいこうということで残してあります。

お客様のためになるようなものを考えて、お客様に必要な会社に
なる。社会の発展、進歩や発展に貢献するために存在している。
人命の安全に役立つ進歩に誇りを持っているということをうちの
経営理念としております。
趣味のラリー
仕事のあとは趣味のお話というわけでもないですけど、大学時代
から篠塚建次郎と始めたラリーが、今でも趣味として続いています。
1973 年の全日本 JMS ラリー選手権では 3位を獲得しました。そ
れからもラリー選手権には参加していました。
昨今、高齢者の事故が大きく取り上げられ、免許証返納を勧めら
れたりしています。高齢者でも全日本ラリー選手権に挑戦し、成
績が残せたらと考え、ドライバーとコドライバーの合計年齢 155
歳をチーム名に入れて、ラリー参戦したこともあります。
1984 年にテレビ東京で放送された若いときの映像の一部です。

大塚さんのこと
大塚さんは僕の高校の後輩ということで付き合いが始まりました。
今までロータリークラブでいろいろと活動してきましたが、何が
一番お役に立ったかなと今考えると、大塚さんをロータリークラ
ブに紹介したことが、一番ロータリークラブに貢献したことかな
と思っております。


